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三井住友トラスト・グループの
エコ・トラステューション
「環境（エコ）の問題に対し、信託（トラスト）の機能を活用して解決（ソリューション）に貢献していく」という趣旨から、
環境金融事業を「エコ・トラステューション」と名付けて、問題解決型の商品・サービスを開発・提供しています。

環境配慮企業
への投資
（責任投資）

エネルギー
効率化の支援

（再生エネ、省エネ）

スマートシティ
プロジェクトへの
サポート

不動産の
環境配慮への
サポート

自然資本
（生物多様性）の
価値評価

環境配慮企業
への融資

（環境格付融資）

信託銀行ならではの機能を
活用したソリューション

編集方針
2016年度のCSRレポートは、フルレポートおよび「気候変
動」「自然資本」「責任投資」「環境不動産」「シニア世代応
援レポート」の各特集冊子により構成致します。読者の方
に、当グループが特に積極的に行っている取り組みについ
て、より理解を深めていただくため、各特集冊子を発行致
します。当グループのその他のCSRへの取り組みについて
は、ウェブサイトに掲載致します。
ウェブサイトURL: http://www.smtb.jp/csr/
 ※ 当冊子は、三井住友信託銀行を中心としたグループの
事業を紹介しています。
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三井住友信託銀行とは？

アジア最大規模の資産運用会社
• 三井住友トラスト・ホールディングス株式会社
（東京証券取引所第一部）の子会社です。

• 信託の受託者精神に立脚し、高度な専門性と
総合力を駆使して、銀行事業、資産運用・管理事
業、不動産事業を融合したビジネスモデルで独
自の価値を創出しています。

預金

個人ローン

不動産融資

遺言信託・資産承継

資産運用・管理

投資信託の販売

不動産仲介 不動産証券化 証券代行

年金信託

不動産 資産運用・管理

企業向け貸出

銀行
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運用資産
三井住友信託銀行はアジア最大規模の運用残高を有しており、受託残高は約48兆円に達しています。また、主に個人向

け投資信託等の運用を行う日興アセットマネジメント、三井住友トラスト・アセットマネジメントを含めた受託残高は約75
兆円となっています。
お客さまの大多数は日本の公的年金・企業年金ですが、海外投資家からの受託も拡大しています。

出典：三井住友信託銀行(2016年9月末時点)

その他 国内株式

国内債券外国債券

オルタナティブ 外国株式

25.1%

20.5%28.5%

11.2%11.2%

3.4%3.4%

11.3%

（単位：10億円）

資産の種類 運用資産額 割合

国内株式 12,243 25.1%

外国株式 10,004 20.5%

国内債券 13,941 28.5%

外国債券 5,536 11.3%

オルタナティブ 1,670 3.4%

その他 5,455 11.2%

合計 48,849 100.0%
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三井住友信託銀行

当グループの概要

リテール事業 ホールセール事業
受託事業

年金信託／資産管理／
資産運用

証券代行事業

Man/FRM

提携出資先

東京証券取引所 第一部
日経平均株価対象銘柄

2011年設立

出典：三井住友信託銀行（2016年9月末時点）

日興アセット
マネジメント

三井住友信託
（香港）
有限公司

三井住友
トラスト・

インターナショナル

スカイオーシャン・
アセット
マネジメント

投資運用

日本ペンション・
オペレーション・
サービス

企業年金に
関する管理業務投資信託委託

アジア株式
リサーチ／
投資運用

海外投資家向け
運用商品販売／
顧客サポート
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三井住友トラスト・
アセットマネジメント

不動産事業
不動産仲介／不動産証券化／
不動産コンサルティング

マーケット事業

日本トラスティ・
サービス信託銀行

信託銀行業務投資信託委託

戦略提携

スタンダード・ライフ・
インベストメンツ

米国
三井住友
信託銀行

ルクセンブルグ
三井住友
信託銀行

三井住友
トラスト
UK

三井住友
トラスト・
アイルランド

グローバル・
カストディ

サブ
カストディアン

有価証券等の
管理

外国籍ファンド
の管理業務
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サステナビリティ方針
（ISO26000）

経営理念・目指す姿・行動規範
（奉仕開拓）

共通価値の創造

PRI UNEP FI

21世紀金融
行動原則

国連
グローバル・
コンパクト

三井住友トラスト・グループの基本理念
三井住友トラスト・グループは、戦略的なCSRの取り組みを通じ、「持続可能な社会」に向けた貢献を行いつつ、自らも経

済的価値を追求する「共通価値の創造」を目指しています。
「共通価値の創造」とは、企業が社会のニーズや問題に取り組むことで社会的価値を創造し、同時に自らの経済的価値を創
造していくという考え方で、当グループの「経営理念（ミッション）」「目指す姿（ビジョン）」「行動規範（バリュー）」は、この考え
方と一致しています。
具体的には、当グループのサステナビリティ（持続可能性）の基盤を形成するESG（Environmental＝環境、Social＝社

会、Governance＝企業統治）に関わるリスクへの対
応と、これらをテーマとした事業機会の追求を積極
的に行います。
また、当グループは、国際的な企業行動原則である

「国連グローバル・コンパクト」、国内金融機関の自
主原則「持続可能な社会の形成に向けた金融行動原
則（21世紀金融行動原則）」などに署名しており、こ
れらの原則・行動指針等も尊重しながら、「共通価値
の創造」を目指していきます。

共通価値の創造プロセス

基本的な考え方
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CSR推進体制
当グループでは、CSR業務の最高意思決定機関として、社長を議長とする「CSR推進会議」を経営会議の中に設置し、

PDCAサイクルを踏まえたCSR推進体制を構築しています。「CSR推進会議」には、CSR業務の担当役員が出席し、決議事
項の執行に関する全ての責任を負います。日常のCSR業務の執行は、経営企画部CSR推進室長に権限が移譲されており、
CSR推進室が環境・社会に関するグループ全体の活動を統括します。

マテリアリティの特定
当グループは、サステナビリティに関する重要課題（マテリアリティ）を特定し、社内・外への影響度について定量的に示

したマテリアリティマップを策定し、関連する取り組みや情報開示の優先度等を考える上での指針として活用しています。

ESGリスク管理PT・グローバルESG会議
当グループでは、投融資先、サプライチェーンを含めた当グループの活動から生じるESGリスクを洗い出し、対応するた

めに経営企画部CSR推進室が事務局となり、ESGリスク管理PTを運営しています。また、三井住友信託銀行では、同室が
グローバルESG会議を主宰し、ESGに関わるグローバルな最新の状況を収集し、関連部署と共有しています。
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当グループは、国際的な企業行動指針や原則に署名し、その活動を実践するとともに、国連組織や海外の企業・
NGOなどと協力し合いながら、国際的な行動基準づくりへも積極的に参画しています。

 国連環境計画・金融イニシアティブ
（UNEP FI）への署名

UNEP FIは、金融機関に環境や持続的発展（サステナビリ
ティ）に配慮した行動を促すための国際的ネットワークです。当
グループは2003年10月に日本の信託銀行として初めて署名し
て以来、本イニシアティブを積極的に支持しています。

 UNEP FI 不動産ワーキンググループ
（UNEP FI PWG）への参加

UNEP FI PWGは、持続可能な開発を促進する不動産金
融 「̶責任ある不動産投資；RPI（Responsible Property 
Investment）」を促進するためにUNEP FIの署名機関が組成し
たワーキンググループの一つです。当グループは2007年6月に参
加し、RPI普及促進のためのメディアチームの一員となるなど中
心メンバーとして活動しています。

自然資本ファイナンス・アライアンス
（旧：自然資本宣言）

当グループは、2012年6月に国連環境計画・金融イニシアティ
ブ（UNEP FI）が提唱した「自然資本宣言（The Natural Capital 
Declaration）」に署名しました。当グループは国内で唯一の署
名金融機関です。なお、自然資本宣言は「自然資本ファイナンス・
アライアンス（Natural Capital Finance Alliance）」と組織を
発展的に改組して取り組みを拡大していきます。

責任投資原則（PRI）
への署名

三井住友信託銀行および日興アセットマネジメント株式会社
は、2006年5月に国連グローバル・コンパクトとUNEP FIが共同
事務局となり策定した「責任投資原則」に署名しています。この
原則は年金基金や運用機関などの機関投資家に対し、投資の意
思決定に際してESG（環境・社会・ガバナンス）を考慮するよう求
めるものです。

ESG関連活動の実績
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「ビジネスと生物多様性イニシアティブ」
リーダーシップ宣言に署名

当グループは、2008年5月にドイツで開催された生物多様性
条約第9回締約国会議において、ドイツ政府の主導による「ビジ
ネスと生物多様性イニシアティブ」に賛同し、世界の33社ととも
にリーダーシップ宣言に署名しました。以来、世界のリーダー企
業の一員として、生物多様性問題に積極的に取り組んでいます。

 国連グローバル・コンパクト
（国連GC）への署名

国連GCは、アナン前国連事務総長により提唱された人権、労
働、環境、腐敗防止に関する行動原則で、署名企業はその実践に
向けた取り組みが求められます。当グループは、2005年7月に日
本の銀行として初めて署名し、その支持・促進を通じて社会の良
き一員として行動することを宣言しました。なお、当グループは
国連GCの署名企業が参加するグローバル・コンパクト・ネット
ワーク・ジャパン（GCNJ）のメンバーにもなっています。

赤道原則への署名

赤道原則は、プロジェクトファイナンスなどの融資の実施にあ
たって、そのプロジェクトが自然環境や地域社会に及ぼす影響に
十分な配慮をすることを確認するための民間金融機関の国際的
ガイドラインです。三井住友信託銀行は2016年2月に赤道原則
に署名しました。

持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則
（21世紀金融行動原則）の策定と実践

当グループは、日本の金融機関が横断的に参加し、持続可能な
社会の形成に向けた具体的な行動をとることを目指す21世紀金
融行動原則の策定に主体的に関わってきました。現在は、運営委
員長として、署名機関を取りまとめ、原則の浸透を図るための取
り組みを進めています。
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機関投資家としてのESG活動方針
三井住友信託銀行は責任投資原則署名運用機関としてESGに関連する諸問題に対して積極的な取り組みを行い、お客

さまの利益に資する活動を推進していきます。
また、2014年5月に三井住友信託銀行は「日本版スチュワードシップ・コード」の受け入れを表明致しました。本コード

は、機関投資家に対して、企業との「目的を持った対話」（エンゲージメント）を通じて、企業価値の向上や持続的成長を促
し、中長期的な投資リターンの拡大を図る責任（スチュワードシップ責任）を課すものであり、アナリストを主力に据えた体
制で「スチュワードシップ責任」を適切に果たしていきます。

体制
ESG課題に関する活動において中心的な役割を果たすのはアナリストです。アナリストは、取材活動等を通じて企業評

価を行っており、これらの知見を生かして、エンゲージメント・議決権行使に関する対話・リサーチ等をワンストップで対応
しています。

機関投資家としてのESG活動
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三つの柱

投資先企業に対し意見表明することで、より良い経
営について考えるきっかけや気付きを促します。

アナリストが投資先企業の経営層との対話や、業
界分析等で得た非財務情報を踏まえ企業を評価
します。この評価を運用に活用しています。

議決権行使をガバナンスの在り方を経営に伝え
る手段、方法の一つとして位置付けています。

•  スチュワードシップ活動方針の承認および活
動報告

エンゲージメント

•  SRIファンド（日本株・中国株）のユニバースを決定

SRIユニバース選定会議※

•  ESG関連活動方針の承認および活動報告
•  PRIアセスメント対応方針検討等
•  運用プロダクトの運用プロセスにおけるESG
関連事項の検討

ESG、PRI対応
•  議決権行使方針の承認および結果報告

議決権行使

エンゲージメント ESGインテグレーション 議決権行使

三井住友信託銀行のESG課題への取り組み

ESG課題への取り組みのための会議

スチュワードシップ会議

※個別ファンドの運用プロセスの一部となっているため存続し、「スチュワードシップ会議」の傘下に位置付け

三井住友信託銀行の資産運用におけるESG課題への取り組みは、エンゲージメント、ESGインテグレーション、そして議
決権行使の三つに分けられます。これら三つの取り組みを徹底することで、投資先の企業価値向上や持続的成長を促し、
中長期的な投資リターンの拡大を図っていきます。
2016年4月、スチュワードシップ活動に関連する四つの会議体（SSCエンゲージメント会議、議決権行使会議、ESGモニ

タリング会議、SRIユニバース選定会議）を機能統合した「スチュワードシップ会議」を新設しました。
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国連機関が主導して策定された責任投資原則（PRI）は、機関投資家の意思決定プロセスにESGを考慮することをう
たったものです。三井住友信託銀行は2006年5月の制定時にPRIに署名し、六つの原則に則った方針（下表）を策定し、最
新の動向を踏まえた取り組みを行ってきました。

また、PRIはこれらの6原則に関するコミットメントや進捗状況について署名団体の報告に基づいて評価（最高A+、最低
E）しています。三井住友信託銀行においても、評価結果の還元を受けており、下表の通り総じて良好な評価を得ています。
今後は、評価がやや劣後している債券投資においても、ESGインテグレーションを積極的に推進する方針です。

責任投資原則（PRI）への積極的な関与

PRIによる三井住友信託銀行のアセスメント結果

※2016年PRIアセスメントより

責任投資原則 取組方針 活動例

1 私たちは、投資分析と意思決定のプロセスに
ESGの課題を組み込みます。

投資先企業の持続的な企業価値の維持・改善を見極める目的から、経営の徹底度
合い、戦略実行力や改革力など非財務情報を分析・評価。さらにその分析・評価に
よって得た知見を運用に活用する取り組み（ESGインテグレーション）を推進する。

運用商品への組み込み
（日本株SRIファンド）

2 私たちは活動的な所有者になり、所有方針と
所有慣習にESG問題を組み入れます。

ESG課題に配慮したエンゲージメントおよび議決権行使を実施。その活動を通じ
投資先企業に対してESG課題への適切な取り組みを促す。

エンゲージメント例
①国内株、②クラスター爆弾、
③パーム油

3 私たちは、投資対象の主体に対してESGの課
題について適切な開示を求めます。 投資先企業に対し、ESG課題について適切な開示を求める。 エンゲージメント例

①GRI、②CDP（CO2、水）

4
私たちは、資産運用業界において本原則が受
け入れられ、実行に移されるように働きかけを
行います。

資産運用業界において本原則が受け入れられ実行に移されるように、投資先企業
とのエンゲージメントや啓発活動を積極的に推進する。

PRIネットワーク・総会におけ
るパネリスト活動、大学におけ
る講演活動

5 私たちは、本原則を実行する際の効果を高め
るために、協働します。

本原則を実行する際の効果を高めるため、本原則が主宰するワーキンググループ
への参加などを通じ、国内外の運用機関との連携を行う。

PRIネットワーク・総会出席
生物多様性会議（COP12）出席

6 私たちは、本原則の実行に関する活動状況や
進捗状況に関して報告します。

本原則を実行し、その活動状況や進捗状況に関して、本原則で求められる報告書を
作成し報告する。

年次報告書（アセスメントレ
ポート）の作成

責任投資へのアプローチ 上場株式投資 エンゲージメント／議決権行使 債券投資

A+ A+ A C
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国内企業に対するエンゲージメント
三井住友信託銀行は、エンゲージメントガイドラインに従い投資先企業とのエンゲージメントを実施しています。投資先

企業の事業構造や業界環境などを深く理解するアナリストが活動の一環としてエンゲージメントを行う体制とし、当該企
業の持続的成長や企業価値向上に資するよう努めています。
アナリストの投資先企業との接触件数は年間約9,000件に上り、その内容は、通常の取材等(議決権行使に関する事項

も含む。)のほか、説明会や見学会への参加、経営層とのエンゲージメントと多岐にわたります。このうち、経営層とのエン
ゲージメントは約300件となっています。
投資先企業に対するエンゲージメントの実施事例の一部について概要をご紹介します。

エンゲージメント
三井住友信託銀行では、持続的社会の構築のためESG（環境・社会・ガバナンス）課題を解決することが
お客さまの利益につながるものと考えており、投資先企業に対して積極的に働きかけを行っています。

A社 B社
大手電機機器メーカーに対して、「一部製品
での販売が不振となっていることから、事業
戦略の大幅な見直しを実施する必要がある
のではないか」との意見表明を行い、不採算
事業の今後の方向性等について議論させて
いただきました。

大手非鉄金属メーカーに対して、「他社と共
同で出資している合弁会社の業績が芳しく
ないことから、意思決定の迅速化や生産拠
点の有効活用等を実施する必要があるので
はないか」との意見表明を行い、競争力の向
上策について議論させていただきました。

対話の概要 対話の概要
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エンゲージメント

ESGモニタリングとエンゲージメント
三井住友信託銀行は、グローバルなESG課題解決のために責任投資原則

（PRI）の署名団体と連携しエンゲージメント活動に積極的に参加、スチュワー
ドシップ会議（11頁参照）においてその状況をモニタリングしています。2016
年度もPRIが主宰するコラボレーション・プラットフォーム※に参画、水リスクと
熱帯雨林開発における諸問題（パーム油資源開発）の二つのテーマについての
ワーキンググループに所属し、エンゲージメント等の活動を行いました。
※署名機関が情報を共有しながら、共同して企業や政策当局者等とエンゲージメント等を行う仕組み。

外国企業に対するエンゲージメント

ISS-ETHIXとの連携
三井住友信託銀行は、国連グローバル・コンパクトやOECDビジネス基準などの国際規範・ルールの観点から投資先企

業の活動をモニタリングしていますが、2016年4月、ISS-ETHIX※が提供する専門サービスを利用して活動範囲を広げ、悪
影響が想定される事業を行う企業に対しエンゲージメントを開始しました。活動内容はスチュワードシップ会議に報告さ
れ、関係各部にて問題の認識を共有します。
※議決権行使助言会社ISSがスウェーデンのEthix社を買収し設立したコンサルティング会社で、ESGに関するさまざまなアドバイスを行っている。

パーム油ワーキンググループでの協議
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工業用・生活必需品に幅広く使用されているパーム油は、「あぶらやし」から
精製され、プランテーション栽培が行われています。パーム油は、利便性や健
康食品嗜好の高まりなどにより需要が急増する一方、乱開発により熱帯森林
や生物多様性減少の要因となっているため、三井住友信託銀行はマレーシア
のA社をはじめとするプランテーション事業会社に対して開発計画や方法に
ついてエンゲージメントを行っています。
また、PRIがスマトラ島 (インドネシア) において実施したプランテーション
の実踏調査に参加したほか（写真）、2016年11月にはバンコクで開催された
RSPO（持続的パーム油のための円卓会議）の会議に参加し、金融機関の立場
から意見表明を行いました。

事例1 パーム油事業会社に対するエンゲージメント

対人地雷ならびにクラスター弾問題は、人道的観点や平和と安定の維持、復興開発への障害となることから国際的取り組
みがなされています。グローバル運用業界では、同関連企業に対する金融的な幇助を回避するため、投融資を行わない動き
が広まっており、また関連企業には製造を停止するよう働きかけていますが、三井住友信託銀行でも同製品を製造する関連
企業※に対しては、製造を停止するようエンゲージメント活動を行っています。2016年8月には、前年11月に表明したシンガ
ポールのB社に引き続き、エンゲージメントを行った米国C社が同事業からの撤退を表明しました。

事例2 対人地雷とクラスター弾に関連する企業とのエンゲージメント

※オランダのNGO、パックス・クリスティが報告書「クラスター爆弾への世界の投資：共通した責任」に掲載している企業リストを参考にしています。
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三井住友信託銀行では、投資先企業を評価する際に定期的に発信される財務情報に加えてESG情報（非財務情報）も活
用しています。
投資にあたって企業を評価する際には、短期的には業績等の財務情報が重要となりますが、中長期的には当該企業の継

続的な成長等に関する評価が重要となります。
このため、三井住友信託銀行では、持続的な企業収益の維持・改善を見極めるために、企業の提供する商品やサービ

スの付加価値の高さ、その持続性、および付加価値の提供を支えるガバナンス体制の強固さなどに関する情報（ESG情報
（非財務情報））を収集し、これらを企業評価に用いています。
非財務情報を体系化し具体的に運用に活用するための独自の仕組みとして「MBIS(非財務情報評価)」を導入していま

す。MBISのMは経営力、Bは事業基盤、Iは市場動向、Sは事業戦略を表しており、この頭文字を取ったものです。MBISは財
務情報の数値に表れない「非財務情報」に着目し、企業の「持続的な成長を担保する仕組み」を評価します。
有効なエンゲージメントにはしっかりとした非財務情報分析が必要です。非財務情報分析力の強化、すなわちMBISの

強化は経営層とのエンゲージメントの品質向上につながっています。
また、エンゲージメントを通じて企業と対話を実施することでその評価の高度化を図っています。
このようにESG評価を運用に活用することをESGインテグレーションといいますが、三井住友信託銀行では全ての国内

株式アクティブファンドおよびクレジット投資を行う一部の国内債券アクティブファンドにおいて実施しています（総額約
2.4兆円）。
なお、ESG評価をどのように活用するかは、個々のファンドの運用スタイルに応じて異なります。

ESGインテグレーション
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E:Environmental（環境）
S：Social（社会）
G：Governance（ガバナンス）

エンゲージメント
タイプ

ハンズ
オン型※1

モニタ
リング型※2

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

インハウス

中長期
（2～3年）

長期
（3～5年）

ESG情報
評価

業績予測
投資判断将来キャッシュフロー等

成長持続性への
リスク要因
（不祥事等）

顧客価値
（お客さまに訴求する付加価値）

着眼点

評価（アウトプット） 投資
ホライズン

短期
（1年）

オ
ポ
チ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
評
価

リ
ス
ク
評
価

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
活
動
に
よ
り
評
価
を
高
度
化

非財務情報

財務情報

アウト
ソース

三井住友信託銀行

エンゲージメント
ファンド

E

S

G

経営・事業
基盤など

成長持続性
顧客価値を浸透させる

仕組み・力

※1 投資先企業に対して、事業成長施策等の実行にもコミットするエンゲージメントタイプ
※2  投資先企業に対して、IR活動の改善や事業ポートフォリオ変更による株価への影響等の議論を通じて、投資先企業の自主的な経営判
断を支援するエンゲージメントタイプ
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日本株RI旗艦ファンド「SRIファンド」の運用戦略のご紹介
2003年から運用を開始しており、日本では最も歴史ある責任投資ファンドの一つです。ESGに注目し、それらの財務リ

ターンの向上への貢献度などを考慮して投資銘柄を選定しており、三井住友信託銀行のSRIファンド運用チームによる知
見と日本総合研究所による基礎調査が特徴となっています。

1.日本総合研究所による「ベスト・イン・クラス」でのユニバース選定
日本有数のシンクタンクである日本総合研究所が、2,000社を対象にアンケート調査を実施し、ベスト・イン・クラスをユ

ニバース候補として選定します。
これまでのE(環境)・S(社会)・G(ガバナンス)の評価項目に加え、2013年度からはＶ評価（Value：成長性評価）を加え

ました。V評価はESGへの取り組みの企業業績へのつながりを評価するものです。

2.三井住友信託銀行によるSRIユニバースの決定
日本総合研究所が選定したSRIユニバース候補群から、信用リスクの高い銘柄等を排除し、株式運用部長を議長とする

月次の会議でSRIユニバースを決定します。

日本株RI旗艦ファンドの運用戦略のご紹介
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3.三井住友信託銀行のファンドマネージャーによる銘柄選択
ファンドマネージャーはSRIユニバースを対象に、①
ESGへの取り組みによる成長性評価と②国内株式アナリ
ストによる独自業績予想をベースとしたバリュエーション、
業績モメンタムといった株価評価を実施、対TOPIXでの超
過リターンを追求します。

2,500

2,000

1,500

1,000

500

-500

-1,000

5

10

15

20

25

0

-5

-10

0

(%) (ポイント)

2003
8月

2005 20062004 2007 2008 20102009 2011 2012 2013 2014 2015 2016
9月

超過収益率（左軸）

TOPIX（配当込）（右軸）
SRIファンドの実績
右図のグラフはSRIファンド設定来の超過収益率とTOPIXリターンの

推移です。2012年末の安倍政権発足以来堅調であった日本株式市場は
昨年夏以降、調整局面に転じていますが、三井住友信託銀行では企業業
績の改善、政府による資本市場改革等の後押しから今後も底堅い推移
を予想しています。また、日本企業のESGへの意識も高まりつつあること
から、当ファンドの運用には好ましい環境が継続すると考えています。

運用プロセス ユニバース 
約3,500
(全上場株式)

日本総合研究所ユニバース 
約2,000

SRIファンドユニバースSRIファンドユニバース
約400約400

ポートフォリオ
50～10050～100

Step1

Step2

ポポポStep3 リスク
コントロール 
モニタリング

日本総合研究所
• ESGに関するハイ
クオリティな調査

スクリーニング
• 調査情報
• クレジットリスク

ポートフォリオ構築
• ESG評価
• 株価評価

出典：三井住友信託銀行(2016年9月末時点)
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SRI・ジャパン・オープン（グッドカンパニー）
当グループは2003年、日本で初めて企業年金向け責

任投資ファンドの提供を開始しました（RI旗艦ファンド）。
「グッドカンパニー」は、この同じ運用を、公募投信とし
て個人投資家など幅広い投資家層にも提供したもので、
日本を代表する責任投資ファンドの一つとなっています。
当ファンドは、企業価値向上のためにESGの取り組み

を積極的に推進する企業の株式を厳選し投資することに
より、ベンチマークである東証株価指数に対する超過収
益の獲得を目指します。

チャイナ・グッドカンパニー
「チャイナ・グッドカンパニー」は、日本株責任投資ファ
ンドの投資手法を中国株に適用したRIファンドです。中
国の金融機関以外の運用機関が開発した世界で初めて
の中国株責任投資ファンドとして、欧米の関係者からも
注目されています（2010年の設定）。
銘柄の選定にあたっては、ESGの調査を日本総合研究

所に委託するとともに、投資対象企業に関するネガティ
ブ情報を随時入手できる体制を構築しています。

三井住友トラスト・
アセットマネジメント

運用会社 運用会社

三井住友トラスト・
アセットマネジメント

RI商品ラインアップ（投資信託）
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グリーン世銀債ファンド
当グループの日興アセットマネジメントが、2010年に

世界銀行と共同で開発したファンドで、世界銀行が発行
する「グリーンボンド」の組入比率30％以上を目指してい
る点が特徴です。グリーンボンドとは、世界銀行が発行す
る債券の一種です。調達された資金は、原則として新興国
における気候変動対策プロジェクトへの貸付に利用され
ます。そのため、社会貢献を実感できるファンドとして、世
界的にも注目を集めています。

生物多様性企業応援ファンド
生物多様性とは、地球上に生息する「多種多様な生き

もの」とそれらの「つながり」のことです。「生物多様性企
業応援ファンド」は、生物多様性の保全と持続可能な利用
に積極的に取り組む日本企業の株式に投資し、ファミリー
ファンド方式で運用を行います。マザーファンドの運用に
あたっては、三井住友信託銀行が投資助言を行います。
生物多様性に着目したファンドは、欧米でもあまり例

がなく、先進的な取り組みとして海外から注目を集めて
います。

運用会社 運用会社

三井住友トラスト・
アセットマネジメント

日興アセットマネジメント
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基本方針
三井住友信託銀行は、企業の経営方針・経営判断は、株主の意向のみを反映するものではなく、従業員・債権者・取引先

等さまざまなステークホルダーとの利害調整を踏まえて決定されるものであり、企業経営者は、効率的な株主資本の活用
やステークホルダーへの積極的な情報開示等、株主利益を尊重した健全なコーポレート・ガバナンス体制を進んで構築す
べきであると考えています。このため、当該企業が反社会的行為を行っておらず、かつ株主利益を軽視していない限り、基
本的には企業経営者による経営判断を尊重します。 
なお、企業もしくは企業経営者等による不祥事および反社会的行為が発生した場合には、コーポレート・ガバナンス上

重大な問題が発生しているとみなし、コーポレート・ガバナンスの改善に資するように議決権を行使します。

議決権行使
三井住友信託銀行では、機関投資家に課せられたスチュワードシップ責任の一環として、
投資先企業の持続的成長に資するよう議決権行使を行います。
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体制（国内株式）

議決権行使権限者：受託事業統括役員

受託資産企画部長

行使原案の作成・精査
リサーチ運用部

スチュワードシップ会議
（事務局：受託資産企画部）

（1）
ガイドライン
制定

（4）行使結果報告

（2）
ガイドラインに
基づく行使

①
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
策
定

②
承
認

②
個
別
行
使
原
案
作
成

③
承
認

①
個
別
行
使
原
案
作
成

①
審
議

②
決
定

資産管理信託銀行

行使指図：
受託サービス部

（3）
ガイドラインに
規定がない場合
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1. 会社提出議案
賛成 反対 不行使 白紙委任 合計

剰余金処分案等 1,452 49 1 0 1,502
取締役選任 1,845 547 1 0 2,393
監査役選任 1,429 231 1 0 1,661
定款一部変更 868 14 1 0 883
退職慰労金支給 141 120 0 0 261
役員報酬額改定 1,003 21 0 0 1,024
新株予約権発行 114 50 0 0 164
会計監査人選任 43 0 0 0 43
組織再編関連※1 40 0 0 0 40
その他会社提案※2 212 44 1 0 257
うち買収防衛策 70 44 0 0 114
合計 7,147 1,076 5 0 8,228

2. 株主提出議案
賛成 反対 不行使 白紙委任 合計

合計 3 153 0 0 156

※1  合併、営業譲渡・譲受、株式交換、株式移転、会社分割等　
※2  自己株式取得、法定準備金減少、第三者割当増資、資本減少、株式併合、買収防衛策等

議案別議決権行使状況
国内株式の2015年7月から2016年6月までに開催された株主総会における議決権行使については、以下の通り行使を

行っています。

議決権行使
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担当部署、相談窓口

三井住友信託銀行株式会社
経営企画部CSR推進室

〒100-8233 東京都千代田区丸の内1-4-1
電話 03-6256-6251
ファクス 03-3286-8741
ホームページ http://smtb.jp/csr/index.html

• 本提案書に基づく三井住友信託銀行からの提案につきましては、貴社自らその採否をご判断ください。
•  本提案書における三井住友信託銀行からの提案を貴社が採用されない場合にあっても、三井住友信託銀行との他のお取引について貴社が不利益な扱いを受けることはありません。
また、三井住友信託銀行は本提案書における提案を貴社が採用されることを貴社との他のお取引の条件とすることはありません。

20
16

 C
SR

 R
ep

or
t

R
es

po
ns

ib
le

 I
nv

es
tm

en
t

25





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket true
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 140
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 140
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
>
    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>
>
    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [120 120]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


